
 
 

ようやく春めいてきた 3 月 18 日 （木）、当組合の若き消防士 8 名が宮城県消防

学校初任総合教育課程を卒業しました! 

思い起こせば昨年 4 月 7 日、新型コロナウイルス感染拡大を受け国内初の緊急

事態宣言が発令された日に入校し、それから 1 年間県内各消防本部で採用された

仲間とともに厳しい訓練や勉学に励んできました。途中、コロナ禍の影響で計画

されていたカリキュラム修了も危ぶまれる中、学校教官方等のご尽力のお陰で無

事卒業を迎えることができ、皆感動も一入だったのではないでしょうか。 

今後 8 名は配属予定の各消防署において研修を実施し、4 月 1 日の辞令交付を

もって正式に消防隊・救急隊の一員として、諸先輩方とともに現場活動等の第一

線で業務を開始します。 

皆様、応援のほどよろしくお願いいたします! 

～第 24 期初任総合教育卒業生～ 

・消防士 鈴木 六生 ・消防士 船越 健志郎 ・消防士 東海林 大地 ・消防士 本郷 直樹 

・消防士 中澤  奏 ・消防士 成田 翔斗  ・消防士 但野 智哉  ・消防士 菊地 祐吾 

 

  

～次の新たな一歩へ…～ 
感動！初任総合教育卒業 

左から、消防⾧、卒業生 8 名、教官（当組合職員） 


